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滋賀県病院薬剤師会誌 VoL.42, N o.1 (2019) 
ICUを見学した78名の実習生のうち、過去にICU
に入室したのは 2名であったことから、まず病院実
習として実践される病棟業務の中でハイケアユニッ
ト領域が含まれることが実習生には重要である。そ
の上で座間味らは、ハイケアユニット領域の薬剤を
習得することの重要性を述べている。例えば、ハイ
ケアユニット領域に特化した薬剤エダラボン⑧につ
いて急性腎障害発現の危険因子を解析している 4)0 
エダラボンは脳血管障害患者の急性期治療に用いら
れる薬剤で、患者の多くは救急外来を経て入院治療
へ移行し、急性期医療に携わる薬剤師の存在が重篤
な副作用防止に寄与することを実習生に経験させる
ことが重要である。
｛結論］
今回の調査より、実習生に慢性疾患に加えてハイ
ケアユニット関連の薬剤について体系的に教育する
体制が必要なことが判明した。そのために、病院実
習として実践される病棟業務の中でハイケアユニッ
ト領域が含まれる事が重要で、ある。今後大学側は、
ハイケアユニット領域を習得する環境を整備する必
要があり、実習施設側はその重要性を紹介していく
責務がある。
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